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1. はじめに

大規模なネットワークを構築・運用している通信事業者や

ISP（Internet Service Provider）は，網の拡張性や安定性の確

保が必須である。通信事業者の IP-VPN網や ISPのインターネ

ット網で使用されているBGP（Border Gateway Protocol）プロ

トコルは，大規模ネットワークにおいては数十万にも及ぶ経路

を交換する必要がある。また，AS（Autonomous System）内で

使用される iBGP（internal BGP）は，プロトコル仕様上，ある

iBGPピアから受信した経路情報を他の iBGPピアに送信しては

ならない。すなわち，iBGPを使って全ての経路情報を共有す

るためには，iBGPセッションをフルメッシュに接続すること

が必要となる。このため，経路交換する相手の数が増えてくる

と経路交換負荷が飛躍的に増大し，通信網全体のパフォーマン

ス綻

トリフレクタを導入することで，各 iBGPピアはフルメッシュ

接続の代わりにルートリフレクタを中心としたスター型の接続

構成をとることができる。その結果，各ルータは保持すべき
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